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２００９年９月２日
専攻・講座名　物理科学専攻・複雑系の物理学　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　学年　 博士前期過程　１回生
氏名  　伊藤　華子

私が参加した第54回物性若手夏の学校について報告します。
　第54回物性若手夏の学校は、長野志賀高原シャレードイン志賀において、2009年8月21日から25日まで開催されました。おもなプログラム内容は、22日から3日間に渡って毎日3時間、各分野6人の先生方によって行われた講義、同じく22日から2日間、毎日2時間6人の先生方によって行われたサブゼミ、そして1グループ7~8人に分かれて、お互いに自分が今行っている研究、自分が過去に行った研究などを発表しあうグループセミナー、ポスターセッション、分科会、ワークショップです。
　講義では土井正男先生(東京大学大学院工学研究科物理工学専攻)の「ソフトマターの非線形・非平衡現象」を受講しました。講義の初めには、ソフトマターについて詳しく丁寧に説明していただきました。それから流体力学、レオロジーへと話は進み、変分原理によって理論を定式化する方法を学びました。さらにOnsagerの相反定理を解説してくださり、Lars Onsager氏の偉大さについて教えていただきました。界面張力についての講義は、私が自らの研究のために勉強し始めていた内容だったため、大変勉強になりました。
　サブゼミは中垣俊之先生(北海道大学電子科学研究所電子機能素子部門)の「適応ダイナミクスに基づく細胞の計算能力」を受講しました。中垣先生は脳をもたない単細胞生物である真正粘菌が、迷路の最短経路を見つけることの発見により、2008年にイグ・ノーベル賞を受賞されたことで有名な先生です。アメーバ行動に見る賢さとそれをもたらすダイナミクスについて学びました。モデルシミュレーションと、実際の粘菌ネットワークとを比較するとよい一致が見られるということが興味深かったです。さらに、イグ・ノーベル賞の授賞式、アメリカの学生の様子など、様々なことを拝聴できました。
　グループセミナーでは、学部で行った卒業研究をまとめた内容「二次元自己駆動粒子系における渋滞クラスターの形成」を発表しました。私が配属されたグループには、まさに物性分野の方が4人、私と同じような非平衡系、パターン系が2人いらっしゃいました。普段、超伝導や磁性などの分野にほとんど触れる機会がないので、とても興味深かったです。そして奈良女子大学大学院の授業カリキュラムにある、物質構造総論という分野横断科目の重要性を感じました。自分の研究分野以外にも幅広く視野を持つことの大切さを学びました。
　ポスターセッションは、様々な研究テーマに及んで合計76枚ものポスターが並び、初めての光景に驚きました。それぞれポスターの前では発表者が、あつく解説されていました。ポスター発表は、質問などがしやすい場であると感じました。
　分科会では、パターン形成、非平衡系がテーマの発表を拝聴しました。グループセミナー、ポスター発表、および分科会で感じたことは、M2、博士後期課程の方々は発表に慣れていらっしゃる方が多く、時間、スライドの見やすさ、話し方など素晴らしく、とても勉強になりました。同時に、素晴らしい研究でもプレゼンがわかりにくいと、内容が伝わらず残念だと感じました。
　ワークショップでは、チームに分かれ、それぞれお題を与えられ、それについて意見を出し合い、結果をまとめ発表し、優秀なチームを選びました。私のチームは「女性が必要とする研究室環境」というテーマを与えられました。やはりどの大学でも女性は少ないため、このようなテーマを議論することになります。これと合わせて、同じ部屋で過ごした他大学の女性たちの話を聞いて、私は奈良女子大学で恵まれた環境にいるのだと感じました。他のチームの結果など全体として、物理は男性社会であると実感しました。
　今回物性若手夏の学校に参加し、多くのことを学び、たくさんの刺激を受けることができました。このことを、これからの自分の研究、人生に還元して生きていこうと思います。
